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○議 事 日 程 

  令和７年３月２７日（木）午後１時００分開会 

  令和６年度第２回守口市まち・ひと・しごと創生委員会 

○出 席 委 員 （１３名） 

   委員長    眞  鍋     昇  委員 

          花  木  完  爾  委員 

          喜  納  厚  介  委員 

          吉  原  起  人  委員 

          宮  前     能  委員 

          藤  野  亮  二  委員 

          高  田  友  成  委員 

          小  西  雅  晴  委員 

          渡  部  恭  子  委員 

          廣  野     愛  委員 

          𠮷  川  江  里  委員 

          玉  野  裕  子  委員 

          平  野  哉  枝  委員 

○事務局 

  企 画 財 政 部 長    尾 崎   剛 

  企 画 財 政 部 次 長    林     慶 

  企 画 課 長    仲 嶋 浩 平 

  企 画 課 長 代 理    内 橋 真 吾 

  企 画 課 主 幹    元 永 直 宏 

  企 画 課 主 任    山 本 晋 士 

  企 画 課    山 﨑 美 緒 

  地 域 振 興 課 主 任    寺 澤 拓 也 

  地 域 振 興 課    満 永 優 太 
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◇ 午後１時００分 開会 

○委員長  それでは、今日もお忙しい中ありがとうございます。 

定刻となりましたので、令和６年度第２回守口市まち・ひと・しごと創

生委員会を開催させていただきます。 

委員の皆様、本当にお忙しい中、特に年度末の大変お忙しい中、御参集

いただき本当にありがとうございます。 

それでは、まず議事に入ります前に皆様にお願いがございます。本委員

会は議事録作成のために録音させていただいております。御了承お願いい

たします。 

次に事務局より本日の出席委員数について、御報告をお願いいたします。 

○事務局  はい、本日の出席委員は定数１５名中１３名でございます。 

○委員長  ただいま事務局から報告がありました。守口市まち・ひと・

しごと創生委員会条例第５条第２項の規定に基づきまして、１３名という

ことは定員数に達しておりますので会議は成立いたします。 

では早速ですけども、議事次第に従って進めてまいりたいと思います。

まず委員の交代につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局  それでは、委員の交代について、御説明いたします。 

恐れ入りますが、資料１、委員名簿を御参照ください。 

本委員会の委員につきましては、委員の交代があり新しく１名の方に委

員に御就任いただいておりますので、御紹介いたします。 

新たな委員におかれましては恐縮ではございますが、お名前をお呼びし

ましたら御起立の上、一言御挨拶をいただければと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

金融機関の代表者として委員に御就任いただいておりました株式会社日

本政策金融公庫の横田委員に代わりまして、令和６年８月１日から委員に

御就任いただいております株式会社日本政策金融公庫守口支店支店長兼国

民生活事業統轄の高田委員でございます。 
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○委員  皆さん、はじめまして。ただいま御紹介いただきました高田と

申します。８月に横田の後任で守口支店長ということで長崎から今回異動

してまいりました。守口支店は北河内の地域を管轄しておりまして、守口

市の地域活性化等に我々も貢献していきたいということもありますし、あ

と私自身も今守口市内に住んでいますので、そういう意味でも自分事とし

てこの委員会に携われればというふうに思っておりますので、これからよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長  どうもありがとうございます。 

高田委員、今後ともよろしくお願いいたします。 

この委員会では守口の創生に関わる取組などにつきまして忌憚のない御

意見、御提案をいただければと思いますので何とぞ、よろしくお願いいた

します。 

それでは議題１に入ります。議題１「もりクルート事業の令和６年度の

実績について」、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局  それでは説明させていただきます。地域振興課の満永です。

本日はよろしくお願いいたします。 

それでは、国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用した、令和６年

度のもりクルート事業の進捗及び結果を報告させていただきます。 

令和６年度は、「インターンシップ事業」、「リーフレット作成事業」、

「ＳＮＳによる情報発信事業」、「バスツアー事業」、「極の守『繋』作

成事業」、「就職情報交換会開催事業」を一つのパッケージとし、実施し

ました。 

それでは、もりクルート事業の結果については、１ページの２を御覧く

ださい。 

「インターンシップ事業」については、２ページを御覧ください。 

掲載しているチラシを使って、工業高校や近隣の普通科の高校、近隣の

大学等に事業を周知し、インターシップに１２人が参加しました。 

次に３ページの「リーフレット作成事業」ですが、こちらのリーフレッ
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トを工業科の高校や普通科の高校、近隣の大学や高専など５０校に対して、

合計４，０５０部配布しました。リーフレットの原本を机の上に置かせて

いただいております。 

４ページの「ＳＮＳによる情報発信事業」ですが、本事業名でＸのアカ

ウントを作成し、本事業に参加する企業が交代で自社の職場の様子を発信

しました。 

次に「バスツアー事業」についてですが、５ページから８ページを御覧

ください。令和６年度のバスツアー事業は、公募方式と学校連携方式で実

施する計画でしたが７月２６日に実施予定であった公募方式は、１人の申

込みがあったものの最終的には当日参加ができなくなったため中止といた

しました。学校連携方式は、学校の授業の一環として就職希望の２年生を

対象に守口東高校が令和７年１月２３日、門真西高校が１月３０日に実施

しました。参加者数は、守口東高校が４７名、門真西高校が３２名です。

１台のバスで、４社訪問し、生徒１人当たり２社見学できるように行程を

作成しました。その工場見学や職場座談会の様子は６ページとなっており

ます。実際の工場の見学や簡単な作業体験、福利厚生の紹介などを通して

自社の技術力や働いている方々の人柄、自社で働く魅力等を参加者に直接

発信することができました。 

続いて、バスツアーで行いましたアンケートの結果について報告します。

資料の７ページ、８ページのアンケート結果を御覧ください。「事業に対

する満足度」の設問では、「ふだん絶対に見れないところを見るのはとて

も楽しかった」や「就職先を決めるに当たって、非常に貴重な体験だった」

などの意見がありました。また「地域のものづくり企業で働くイメージは

変わりましたか」の設問には、「会社の雰囲気がイメージと違うので楽し

そうだった」や「大企業を支えるには中小企業の助けが必要なんだという

ことを改めて知れた」などの意見がありました。最後に「地域のものづく

り企業に就職したいと思いましたか」との設問には、守口東高校で３４．

８％、門真西高校で３７．５％の参加者が「はい」と回答しており、本バ
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スツアー事業に参加することで地域のものづくり企業ならではの働く魅力

を感じていただけたと考えております。 

次に、９ページの「極の守『繋』作成事業」を御覧ください。この事業

は平成２８年度に作成し、市内製造業者を紹介する「極の守」を刷新する

もので、現在５５社の掲載を予定しております。本冊子は企業の技術力だ

けでなく、福利厚生なども紹介することで企業の人材確保につなげるとと

もに守口市で暮らすメリットや魅力等も併せて掲載することで守口市で暮

らし、働くことに興味を持ってもらえるように発信していきます。 

最後に、「就職情報交換会開催事業」です。１０ページを御覧ください。 

この事業は、参加企業と学校の就職担当者との関係構築を目指すもので、

当日は、参加企業１２社と８校に御参加いただきました。各企業が事業内

容やＰＲポイントを説明後、各学校にブースに分かれていただき、名刺交

換や意見交換を実施しました。参加企業と参加学校の声は、御覧のとおり

となっております。本事業は国費を活用し、令和４年度から令和６年度ま

で実施しました。その中で多くの生徒や学校関係者等に対して、本市もの

づくり企業の魅力をリーフレットやＳＮＳ、工場見学や働く体験などの手

法で多角的に発信することができました。その効果の一つとして、令和５

年度にバスツアーとインターンシップに参加した高校の生徒が令和７年４

月より参加企業に就職するという事例も出てきております。今後も事業内

容をブラッシュアップしながら若者人材と企業の橋渡しとなるよう、本事

業を推進していければと考えております。 

○委員長  どうもありがとうございました。 

事務局から説明をいただいたんですけれども委員の皆様の御意見、コメ

ントあるいは質問がございましたら、お願いしたいと思います。 

○委員  令和４年からやってはるということで、実は私も令和４年にバ

スツアー事業に１回参加させていただきまして、どんなのかなという形で

見せてもらったんですけど、まさに報告がありましたように１名就職につ

ながったということでこの２年間、すごい種まきは大変やったのかなと思
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うんですけど結果が出たということで、すごいよかったなと私は思ってい

ます。これ単発ではなくて、これから定期的に卒業生の方が就職してもら

えるような体制づくりというものを構築していけるように継続的にやって

いただくことで地元の中小企業さんのほうにいい人材が雇用されるような

事業になっていってほしいなと思いますので、これからも継続してやって

もらえたらなと思います。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

継続については、いかがでしょうか。 

○事務局  はい、来年度も、国費はつく形ではないんですけども市の単

独経費として本事業を実施できるように進めております。 

○委員長  よろしくお願いします。 

○委員  その中でやっぱり継続していくということを伺いまして、バス

ツアーの中で公募の応募者が１名で、当日不参加というか御欠席というこ

とで中止になったと伺って、その辺は来年度、今後どうしていこうかと。 

○事務局  不参加になって、今回公募型が実施できなくなった要因の一

つとしては入札がちょっと成立しなくて募集期間を十分に取れなかったこ

とがあるのかと考えております。したがって、来年度に関しましてはバス

ツアーの代わりにジャンボタクシーのようなものを配車しまして、その事

業を通年で実施することで参加者が参加しづらい日にちとかではなくて、

参加しやすい日にちを柔軟に取り入れられるように事業を組み立てている

ところです。 

○委員  ちょっと一点確認させてほしいんですけどね。ここに何社でし

たっけ、１１社ですかね。参加、バスツアーのコースに入ってるんですけ

どそれぞれの会社からの新卒の採用枠ってどのぐらいあるんですか。 

○事務局  それぞれの会社、従業員数が２０人程度であったり、１２０

人程度であったりちょっと会社の規模感が少し違うところはあるんですけ

ども、１社当たりおおむね３枠程度、１から３枠ぐらいです。 
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○委員  この事業って夏とか１月とかにやっておられるんですね。ちょ

うど高校生が就職する、卒業の後の就職。卒業までの就職の内定ってそう

いう段取りがあると思うんですけど、その辺の後追いと言うたらおかしい

んですけど、そのあたり市は関わっておられるんですか。もう全くそこは

本人の希望とか学校側に行ってしまうんですか。 

○事務局  後追いに関しましては、本事業は高校２年生を基本的に対象

としているものになりまして。その後、その参加者が就職したかどうかに

ついては、あくまで参加企業に対して申込みがあったかというヒアリング

をさせていただいているという次第です。理由としましては、その生徒個

人に対して御連絡を取るというのは学校側が少し個人情報の観点で嫌がる

というところがありましたので、現状、企業に対して効果検証を行ってい

るところになります。 

○委員  参加された学校、高校にはそれぞれの企業が出されるわけです

ね。 

○事務局  はい、おっしゃるとおりです。 

○委員  はい、ありがとうございます。 

○委員  はい、今の御質問に対してハローワークから御説明をさせてい

ただきますと、高校生の方の求人というのは一旦、全てハローワークを通

して出していただいて、その後で各学校へお送りして選考が始まるという

ことになりますので、基本的にはハローワークから各学校に求人を返戻す

るというか、お渡しするのはもう７月以降になります。ですので、７月以

降に３年生の選考が始まって、基本的には翌年の６月まで高校を中心に御

紹介をしていくと。もちろんそこでうまく決まらない場合はハローワーク

も年明けぐらいからは積極的に関わっていって、就職１００％を目指すと

いうところになりますので。２年生のときに、そのインターンシップをさ

れて、その後、翌年の７月にハローワークに求人を出された際に実際にこ

のもりクルート事業に参加されている学校に対しては企業様が求人を指定

して送られるということになろうかと思いますので、マッチングには十分
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役立っていただいているというふうに考えます。ありがとうございます。 

○委員長  他に、ございませんか。 

○委員  先日、工業活性化協議会に出席し、もりクルート事業について

話がありました。バスツアーに参加し、実際１人就職した方がいたという

ことですが、実際に就職しなくても、学生さんたちがどこかに就職し、そ

の後戻ってきて地元の企業に入りたいとなったときに、つながりが持てる

ような仕組みが何かできないかというような意見がありました。先ほどお

っしゃった個人情報の問題もあるのかもしれませんが、やって終わりじゃ

なくて、やった後も何か就職する道筋みたいなのができればというような

話もありましたので、御紹介しておきます。 

○委員長  ありがとうございます。他に特にはございませんか。 

では、いろんな方の御意見、あるいは御提案をいただきました。それに

ついては、よろしくお願いします。 

では、次に移らせていただきたいと思います。 

議題２ですけども「新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交

付金）の申請について」、それから議題３「企業版ふるさと納税について」

は、事務局から一括して説明をいただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

○事務局  それでは、議題２「新しい地方経済・生活環境創生交付金

（第２世代交付金）の申請について」、また議題３「企業版ふるさと納税

（地域再生計画の変更）について」、一括して御説明いたします。 

まずは「第２世代交付金の申請について」、御説明いたします。恐れ入

りますが、資料３と参考資料１を御参照ください。 

「第２世代交付金」は、地方公共団体の自主性と創意工夫に基づき、地

域の多様な主体の参画を通じた地方創生に資する地域独自の取組を計画か

ら実施まで強力に後押しするため、令和７年に新たに創設された交付金で

あり、デジタル田園都市国家構想交付金の後継にあたります。 

制度概要は、参考資料１のとおりとなっております。今般、本市におい
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ても第２世代交付金の申請を行いましたので、御報告いたします。 

申請事業である「大阪・関西万博を契機とした市の魅力創出・発信事業」

については資料３のとおりで、大阪・関西万博を契機としたイベント等を

行うための費用について申請しております。本申請については、交付決定

が令和７年３月下旬または４月上旬の予定とされています。認定結果につ

いては、次年度に改めて御報告する予定としております。 

第２世代交付金の申請についての説明は以上でございます。 

次に「企業版ふるさと納税（地域再生計画の変更）について」、御説明

いたします。資料４と参考資料２を御参照ください。 

「企業版ふるさと納税」は、令和７年度末までの制度となっていたとこ

ろ令和７年度税制改正の大綱の中で地方創生応援税制（企業版ふるさと納

税）については、関係法令等の改正による一定の措置が講じられることを

前提に適用期限を３年間延長することとされました。これを受け、本市で

も企業版ふるさと納税の期間を延長するため地域再生計画の変更申請を行

いましたので御報告いたします。なお、本申請に係る認定は令和７年３月

下旬の予定とされています。 

主な変更点は、資料４、黄色着色箇所のとおりとなっておりまして、地

域再生計画期間の延長と、それに伴うＫＰＩの年度及び目標値の更新とな

っております。企業版ふるさと納税の期限は、令和１０年３月３１日まで

延長されますが地方版総合戦略の終期を越えて地域再生計画の事業実施期

間を設定することはできないとされていることから、本市の第２期戦略の

終期に合わせ、計画期間を１年間延長しております。第３期戦略策定の際

は改めてこの地域再生計画を申請する予定としております。 

簡単ではございますが、説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長  どうも、ありがとうございます。 

２つの件で、何か御質問、あるいはコメントなどございますか。 

非常にたくさんの項目があるんですけども、地域再生計画なんか資料４

を見ますと、「子どもといきいき暮らせるまち・子どもにとって良き思い
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出があふれるまち実現計画」ということなんですけども市民委員の皆さん、

もしコメント、御意見があれば。いかがでしょう。 

○委員  はい、ありがとうございます。そうですね、自分が実際に住ん

でみて、すごい大阪市内のアクセスもいいですし、環境としてもすごく生

活しやすいなというふうに日々感じています。ちょっと先日、新たにお子

さんの看護とかがちょっと必要な子どもたちを何か見守るような施設、ち

ょっと名前を忘れてしまったんですけど医療緩和ケアとかが必要な子ども

たちを支援するような施設がまた新たにできたといったところで、ちょっ

と医療面のところもすごく進んでいるんだなというふうに感じております

といったところですみません。御意見というよりかは、はい、ちょっと意

見のほうになるんですけれども。 

○委員長  ありがとうございます。 

○委員  はい、ありがとうございます。守口市に住んでて、ほかの市に

住んでいるお母さんたちと話をする機会があるんですけど、私は守口市に

住んでて、子どもの健診の数がほかの市よりも多いみたいで。守口市は、

半年に１回ぐらい小さい頃からあって、何かあったときに相談するという

のもすごく相談しやすい環境がありがたいなというか、当然だと思ってた

ので、守口市でしか子育てしたことなかったので。ほかのお母さんたちは

そうじゃないというのも聞いたので、何かもっと周りの人にも「守口市は、

こんなに子どもに手厚いよ」というアピールができたらいいのかなと思っ

ていました。同じ守口市でも知らない同じ世代の子とかが多いので、みん

なが知ってたらもっと子育てしやすいのかなって、子どもを産みたいなと

思うと思いました。 

○委員長  ありがとうございます。 

○委員  はい、ありがとうございます。そうですね、私も子ども２人育

てながら仕事もしながらという形で生活させてもらっているんですけれど

もすごく住みやすいというところですね。結構いろんな人、友人とか一緒

の会社の人とかにも言ってるんですけれども、意外とやっぱりちょっとま



－11－ 

だ知られてないというか、残念ながら。というところは日々ちょっと実は

感じているところでして、もうちょっとこう何でしょう。保育料の無償化

とか、そういったところのアピールといいますか、もっと知ってもらえて

もっともっと人が増えて、住みやすいような形にどんどんなっていっても

らえればなというふうに思いますので、こういった事業が継続されて、よ

りよくなっていっていただければなというふうに日々感じております。 

○委員長  ありがとうございます。 

度々この委員会でもそういう御意見があって、子どもさんに対するケア

も割合早い時期から始めてるんだけども、どうもそういう周知とか広報、

そういうのがちょっと下手くそなん違うかなというのがあって、せっかく

いいことをやってるので。特に、周りから住民を呼び込みたいというとき

には結構重要。例えば、市の広報なんかを読むのはやっぱり今既にそこに

住んでる人しか読まないから、やっぱりＳＮＳなんかをうまく利用して周

りに発信するというのは口で言うのは簡単なんですけども。僕ら大学で学

生さんを集めるのにそれやらなあかんなと言うて、こういう会議で同じこ

とを繰り返し言ってもなかなか成功しいひんのですけども、ぜひその辺り、

市としてはいかがなんでしょうか。 

○事務局  今、各委員さんから御意見いただきまして、どうもありがと

うございます。まさに私ども守口市としても子育て支援、あるいは教育、

そういった若年層を中心に、あるいは子育て世代の方々、皆様のような

方々に特に訴求していきたいというような形でまちづくりを進めてきたと

いうところが方針としてございますので、今いただいたような御意見が聞

こえてくるというのは私ども行政としても非常にうれしいかなというふう

に思います。まさに委員長がおっしゃられたように、この場でも度々そう

いった情報発信の面でありますとか、そういった部分というのは我々とし

ても引き続き課題かなというふうには思っています。やっぱりこれまで、

この流れの中でＳＮＳの活用であったりとか、我々も取り組んではきてい

るところです。広報紙あるいはホームページというところだけではなくて
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ＬＩＮＥであったりとか、そういったものの活用はしてきているところで

す。２か月に１回、インターネットのほうでライブ配信したりだったりと

か、そういう形でやってはきているんですけれどもなかなかやっぱりそう

いうところというのは市内あるいは市外の方に届いていないというところ

は、まだまだそういった御意見の中ではあるのかなというふうに思ってま

すので、そこは引き続き我々としても取組を進めていきたいと思っており

ます。 

○委員長  よろしくお願いします。 

○委員  守口市が出しておられる子育て関連の資料を見せていただいて

感じたのは、いろいろ工夫され、情報は網羅されていると思うのですが、

もっと明確に、他の市と比べて守口市はこういう子育てに良い制度がある

ということを打ち出される方が良いのではないかと思います。あと、子育

て中のお母さんの声の掲載はとても良いと思いますが、もっと目立つよう

に、冒頭に持ってくるなどのソフト面での工夫もされる余地があるのでは

ないかと思いました。 

○委員  情報発信の話題、確かにもう毎回出てはくるんですけれども実

は今年度、守口市さんではないんですけれども、ある行政さんのプロモー

ションの動画を幾つか作らせていただきました。一つは、今、流行りの縦

型の動画、いわゆるショート動画と言われる分ですね、インスタグラムな

んかで流れてくる。その地域にある駅を起点とした、いわゆるシティプロ

モーション動画です。一方で、教育施策のほうのプロモーション動画も作

りました。それは、そこの行政さんでは多分中学校まで英検３級取得の費

用を行政が支援するという、そういう施策を打ち出す動画。もう一方では、

中小企業さん向けに地球温暖化対策のこういう取組をお願いしたいという

啓発動画。 

行政の情報発信にはどうしてもセクションごとに発信したい魅力という

のがちょっとそれぞれ違って。市民の方から見ると、同じ市ではあるので

何か情報発信もワンソースというか情報を、全体を一つにして戦略的な発
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信。市の魅力としても一つの市の魅力として子育て、そういう環境政策で

あったりしても観光プロモーションにあっても移住促進とか一つでやると、

もうちょっと伝わるところに伝わっていくのかなというふうな感じがあり

ますので、参考になればと思っております。 

○委員長  ありがとうございます。 

○委員  すみません、ハローワークなんですけども、今お話の中にもあ

りましたけれども広報誌を見るのは確かに市民の方が中心で、じゃどうや

って市外の方に発信をしていくのかということなんですけど、実は私ども

の求人票というのは、ハローワークは国の機関なので全国の方が統一のフ

ォーマットでインターネットで御覧になることができるんです。今、極み

の守のもりクルートの企業様とかを拝見してますと、ハローワークに求人

を頂戴している企業様も非常に多くて、例えば、この極みの守の参加企業

様と市様と私どもでタッグを組んで、その極みの守の企業様の求人の中に

例えば、門真市の魅力を一説入れるとか、ここであんまり言うてもあれな

んですけど。うまく入れていくようなことができるのかなと今思ったんで

すけど。ただこの間、門真市様と連携して、カドマイスター企業様のウィ

ークリー面接会というのをやって、我々２月にレイアウト変更して、もう

企業様が中央に毎日出展できる透明のブースを設けたんですけど、そこに

１週間とかカドマイスター企業様、５社に出ていただいて、それをマスコ

ミに売り込んでというようなこともしてるので。全国的に我々の管内の地

域の魅力を発信するというようなことに関しては、ハローワークとしては

ぜひとも御協力をしていただきたいので、もしそういう御相談ができれば、

御協力いただければ、ありがたいです。 

○委員長  ありがとうございます。ぜひ、よろしく。 

事務局のほうから何か。 

○事務局  はい。今、いろいろ御意見、ハローワークさんからもそうい

った御意見をいただいておりますので、また個別に御相談とかさせていた

だくこともあると思いますので、またよろしくお願いします。 
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本当に我々としては、つい先日、我々も公民連携みたいな形で民間企業

さんとの取組の中で民間企業さんのお力も活用させていただきながら施策

を進めているというところがございます。その中で、やっぱりいろんな企

業さんとお話をしていく中でもやっぱり情報発信、魅力の発信という部分

というのに非常にお力をお貸しいただけるというふうな部分も多くてです

ね。公民連携で協定をさせていただいている企業さんからもプロモーショ

ンビデオみたいなものも新たに作成をさせていただくというような機会も

ございました。またホームページのほうで、御覧をいただければ幸いでご

ざいます。 

○委員長  はい、他にございませんか。 

それでは、次の議題の４に移りたいと思います。 

議題の４「守口市の魅力に関するアンケート調査の結果について」、事

務局のほうから説明をいただきたいと思います。 

○事務局  それでは、御説明いたします。恐れ入りますが、資料５「守

口市魅力に関するアンケート調査結果報告」を御参照ください。 

こちらは転出入者等を対象に、総合窓口課の窓口等で行っているアンケ

ートの結果報告でございます。こちらの結果は、昨年度の創生委員会でも

御報告いたしましたが、今回は１年分の集計に加え、設問の一部で年齢や

家族構成などとクロス集計を行いましたので、クロス集計の部分を中心に

改めて御報告させていただきます。 

それでは、１ページを御覧ください。 

まず、１「調査概要」でございます。上から２つ目の「調査期間」は、

令和５年６月から令和６年５月の１年間でございます。 

次に、上から４つ目の「回収数」でございますが、８１１件でございま

す。そして、一番下の「分析において注目した点」を御覧ください。本市

がこれまで「定住のまちづくり」の実現を目指し、子育て支援や教育の充

実を最重点施策として取り組んでいる現状を踏まえ、クロス集計では特に

「今後子育てを始められる世帯」と「現に子育てしている世帯」の動向に
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注目いたしました。具体的には、「年代」は２０代から４０代。「家族構

成」は夫婦のみと親子２世代。「住まい」については持家にそれぞれ注目

し、分析しております。 

それでは、２ページを御覧ください。 

（２）の「年齢」でございますが、主な特徴としては下線部分、転入・

転居・転出の全てにおいて、２０代と３０代が占める割合が大きいことで

す。下の表で言うと赤枠部分でございます。 

次に、３ページを御覧ください。 

（３）の「引っ越し前後の住まい」でございますが、図表３－１から３

－３では、それぞれ転出入者、転居者の引っ越し前後の住まいを単純集計

したもので、主な特徴としましては転出入者・転居者の全ての引っ越し

前・後のいずれにおいても、「賃貸・寮・社宅等」が５０％以上を占めて

いるということです。例えば、図表３－１で守口市転入前は戸建（持家）

だった割合は２６％だったのに対して、転入後は８％に減少する一方、賃

貸・寮・社宅の割合は１６％増えています。 

次に、４ページを御覧ください。 

図表３－４から３－６では、（３）「引っ越し前後の住まい」と「年代」

とをクロス集計しております。ここの特徴として、まず図表３－４の転入

者では、特に赤枠部分、２０以下で「戸建（持家）」が３２％から６％に

減少する一方で、青枠部分「賃貸・寮・社宅等」が４９％から７４％に増

加していることが分かります。 

次に、５ページを御覧ください。 

図表３－７から３－９では、引っ越し前後の住まいを種別ごとに割合を

算出しております。ここの特徴として、まず全体を通じては転出入者・転

居者の全てにおいて、引っ越し前・後ともに「賃貸・寮・社宅等」の割合

が最も大きく、人数でも最も多いことが分かります。また、四角の中のコ

メントの一番下、注釈部分でございますが、転出入者における「持家購入

者」は、市外で購入した人のほうが市内で購入した人よりも約１６人多い
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ことが分かりました。 

ページ飛びまして、次に、１２ページを御覧ください。 

（６）の「引っ越し先を決める際に考慮した居住環境」でございますが、

図表７の主な特徴としては、転入者・転居者・転出者の全てにおいて、最

も割合の大きいものは「通勤・通学が便利である」で、いずれも５０％を

超えており、転入者では６６％となっています。他には、「買物等、日常

生活が便利」、「鉄道やバス、道路等の交通が便利」の割合も高くなって

います。 

次に、１３ページを御覧ください。 

図表７－１と、次のページの７－２では、転入者・転居者について、

「年代」とクロス集計をしております。まず、７－１「転入者」では、２

０代以下で、「通勤・通学が便利」が７２％と最も割合が大きくなってお

り、１４ページにまいりまして、７－２「転居者」では、３０代から４０

代で、「買物等、日常生活が便利」が５５％と高くなっています。 

ページを飛びまして、１７ページを御覧ください。 

（７）「守口市のイメージ」でございますが、図表８では特徴として転

出入者・転居者の全てにおいて、「良いイメージを持っている」と「どち

らかといえば良いイメージを持っている」の合計が５０％以上。特に、転

出者では、合計が７４％となっています。 

次に、１９ページを御覧ください。 

（８）の「守口市の魅力だと感じていること」でございますが、図表９

の特徴として、転出入者・転居者全てにおいて、路線バスを除き４０％以

上が、利便性が市の魅力と回答しております。 

次に、２０ページを御覧ください。 

図表９－１から、２１ページの９－３では、「年代」とクロス集計して

おります。その中で、９－２の転居者では、３０代から４０代で「路線バ

ス等の利便性」と「買物等の利便性」を市の魅力として挙げている割合が、

全体回答より大きくなっており、９－３の転出者においては、３０代から
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４０代で、「買物等の利便性」を回答している割合が全体回答より大きい

ことが分かります。 

次に、２２ページを御覧ください。 

図表９－４から、２３ページの９－６では、「世帯」とクロス集計して

おります。まず、９－４の転入者では、「親子二世代」で「子育て支援・

サービス」の割合が全体回答より大きくなっており、９－５の転居者では、

「夫婦のみ」で、「通勤・通学の利便性」や、「鉄道や道路の利便性」、

「治安の良さ」、「子育て支援・サービス」の割合が大きくなっています。 

次に、２４ページを御覧ください。 

（９）の「さらに良くなればと思うこと」でございますが、図表１０の

特徴としまして、転出入者・転居者の全てにおいて「治安の良さ」の回答

が一番多くなっており、次いで「物価や居住費」、「まちの清潔さ」と続

いています。 

ページ飛びまして、次に３０ページを御覧ください。 

（１１）の「守口市以外の引っ越し先候補」でございます。まず、図表

１２の特徴としては、転入者については「守口市以外検討していない」と

「守口市以外の市町村も検討した」がともに約４０％で同程度であった一

方、転居者については、「守口市以外検討していない」の割合のほうが高

くなっています。 

次に、下の１２－１を御覧ください。引っ越し先を検討した市町村は、

転出入者ともに最多は大阪市内、次いで門真市となっています。 

次に、３２ページを御覧ください。 

（１２）の「守口市に住むと決めた理由」でございますが、件数や割合

は図表１３のとおりであり、一番多い回答は「利便性」でございました。

そして表の下の参考部分でございますが、「利便性(通勤等)」と回答した

１８４件中７９件は、他の地域も候補地として考えており、「大阪市」、

「門真市」が多く、「寝屋川市」や「枚方市」も見られました。また「条

件に合う物件があった・社員寮など」と回答した７２件中５２件も他の地
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域を考えており、「大阪市」と「門真市」が多く見られました。 

最後に、３３ページを御覧ください。 

（１４）の「引っ越し先をどのように検討したか」でございますが、特

徴としまして４１％は「守口市を選択する余地がなかった」方々ですが、

「守口市内も検討したが最終的には市外になった」と、「守口市内に住む

こともできたが、守口市内では探さなかった」の合計、つまり「選択でき

たのに守口市を選ばなかった人」は３４％もいたことが分かります。 

資料５の説明は以上でございます。なお、参考資料として「自由意見集」

がございますが、お時間のあるときに御覧いただければと思います。 

以上です。 

○委員長  はい、どうもありがとうございます。 

非常に膨大な資料で、なかなか理解ができないこともあるんですけども。

実際に人口の推移ですけれども、この委員会が始まったときはちょっと増

えてよかったねなんて言ってたんですけど、今現在この間の守口市の人口

の推移はいかがなんでしょうか。 

○事務局  人口としては、横ばいから少し減少傾向にはありますが、大

きく下がっているというわけではなくて、大体おおむね横ばい、ややちょ

っと下がっているような形が今現在の傾向です。 

○委員長  ちょうど１０年ぐらい前にこの委員会が始まった頃には何も

しないとガーッと下がるよという、できたらずっと上がったらいいんだけ

ど、せめて横ばいぐらい維持しないといけないというようなことがこの委

員会の存在理由だったと思うんですけど。そういう意味ではぎゅっと上が

ってはないけども維持できているというふうな理解でいいでしょうか。 

○事務局  そうですね。まさに全国に先駆けまして、幼児教育・保育の

無償化を実施したときは確かに未就学児も含めて、人口がぐっと上がった

んですね。その傾向が数年続きましたが、そこも一定上げ止まりして、そ

の後は横ばいという形になるんですけども。全国的に人口が減少してると

いう部分の傾向はどうしても来てしまっているので、そこの若い世代、こ
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このまち・ひと・しごと創生戦略にも大きなテーマを掲げてますけれども、

若い世代、子育て世代の定住、ここを進めていくという中ではそういう世

代を含めて、できるだけ守口市内に住み続けたらという形で人口減少とい

うのを食い止めていくというのが大きな課題にはなってこようかなとは思

っております。 

○委員長  いかがでしょうか。 

○委員  この調査自体はすごく有意義というか、データを取って、それ

を基に、これを施策に生かされるということですか。 

○事務局  そうです。先ほど御説明させてもらったこのアンケート結果

は１年間の総合窓口課における転出入者・転居者の意見とか数字ですので、

こちらのお声というところを踏まえまして今後の施策の中でどういう形を

とるべきなのかというのは生かしていきたいとは考えております。特に、

先ほどの御説明の中で説明させていただきましたように、転入してきた方

はどうしても持家の割合が減ったりとか、逆に持家を買われる場合は、市

内よりも市外で買われる方が多かったみたいな声が実際ありましたので、

そういうことからするとやはりできるだけ市内に定住いただくためには持

家を持っていただくということは方法の一つでもありますので、そういう

ふうな形にいかにつなげていくかというところは、こういう結果を基に施

策を考えていければと思います。 

○委員  はい。それを踏まえた上なんですけどこれを生かす、目的も確

かに定住というのも目的としてあるので、多分アンケートを取るときに何

か目的と、あと当局の解釈ですね。例えば、このアンケートを得られた結

果を我々はこういう解釈をして、この後これに対してこういう対策を打っ

ていきたいと思いますみたいな、そういう結論があったら結構これ読みや

すくはなると思うので、そちらがあったらいいかなというのが１点。 

あともう一つ、すごく気になったのが、引っ越しされた主な理由の３６

ページの問６のところなんですけれども。「今回、引っ越された主な理由

は」、当てはまる番号全てに丸で。４番で「結婚」黒ポチで「離婚」、２
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つ入ってるんですけども、やっぱり離婚を入れられた理由というのはある

んでしょうか。 

○事務局  そこのところは経緯まではちょっとはっきり把握してないん

ですけども、ただ一定「結婚・離婚」という、当然世帯状況に変更がある、

変更の一つの理由ではございますので。様々な理由というところから御回

答いただくという観点で結婚・離婚を合わせて。また違う理由ではあるん

ですけども、一つの理由でまとめた形で選択肢を入れているという状況と

いうふうに思います。 

○委員  ちょっと「結婚・離婚」、確かにライフイベントなので、それ

で移動するというのは分かるんですけど、何か項目を分けてもらったほう

がイメージを取りやすいんじゃないかなというふうに思うんです。結婚し

てこっちに来るとか、離婚して出ていく人が多いとか、そういうふうに解

釈できると思いますので、分けられたほうがいいように思ったんですが。 

○事務局  承知しました。分ける形で、その形でまた次のアンケートの

設問は修正して進めていきたいと思っております。ありがとうございます。 

○委員  今のアンケートに関しまして、２４ページですけども「さらに

良くなればと思うこと」ということで、課題から。この仕事してまして、

ちょうど２年半になるんですけども、守口市の町のイメージなんですけど

も少しやっぱり突いてるところがあるなという感触がありまして。前回の

やっぱりインタビューでも、これに近い結果が出ていたかなというふうに

認識してまして。私も都市銀行として、いろんな方がいらっしゃったりす

るわけなんですけどもやはり今、長く住んでいらっしゃる方と守口を知ら

ない方のやっぱりギャップがかなりあるというのがどこまで踏み込んでや

るかという話はあるんですけども、かなり大きな点と思いまして。その点

とここの、あくまでもイメージなんですけどね。「まちの清潔さ」と「治

安のよさ」をですね、イメージとして結構ネガティブな人が多いというこ

とでございまして。あとはやっぱり住んでいらっしゃる人はもうここが気

に入っているからと、お住まいになられるんですけども。そこを例えば、
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警察連携とか我々金融機関で言うと、高齢者の詐欺被害とか数字は決して

低くないという状況でございますので、この辺り警察も含めた打ち手をや

っぱり出していくということも一つかなというふうに思います。 

それから外の方の意見で言うと、やはり守口・門真はパナソニックさん

の町ということがやっぱりよく言われるわけなんですね。そこでやっぱ下

請企業さんがいらっしゃるということで当然パナソニックさんだけではな

いですけども、いろいろ戦略の動きの中で場所的に占めてらっしゃる影響

も大きいし、事業の変化によっていろいろ変わっていくところもあると思

いますので。例えば、ある工場を閉められたりすると「あれ、どうなの」

とかいう質問がかなり飛んで来たりするんですね。そういうものも存在感

が非常に大きくいらっしゃるので何て言いますかね。うまく、ポジティブ

に変わっていくというところを打ち出し方として出されたらいかがかなと

いうふうに思いました。 

○委員  それに関してちょっとさっき批判というか、指摘ばっかりだっ

たので一つ、先ほどの質問をあえて補足しておくと、１７ページの守口市

のイメージ。データを見てて面白かったのがやっぱり転入者と、そして転

居者は市内でカウントしてたんですけども転出者、この２つで見ると。こ

れ時系列、そのまま継続してるわけじゃないので別なんですけど、やっぱ

り転入者のほうはちょっとイメージがあんまりよくない傾向があって、転

出者になると結構イメージがよくなるみたいなデータに実際になっている

と思うんですね。それって、やっぱり住んでみてよかったみたいな評価だ

と思うので、結構これ何か深掘りするなりして町のイメージみたいなのに

つなげる。住んでみるといい町みたいな感じでアピールできるんじゃない

かなというふうに思いました。 

○委員長  ありがとうございます。はい。 

○委員  先ほどとちょっとかぶると思うんですけど、この治安の部分な

んですけどね。これは何て言うんですかね、守口だけに限らずの話なんで

すけど、やっぱりここを政府も要は外国人の受入れというのを推進してい
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ますので、やはり犯罪が今までの日本人の、我々日本の民族の感覚とやっ

ぱり外国人のその犯罪のレベルが違い過ぎて、やはりすごく何か残虐なと

いうか、残忍なというか、そういうイメージが最近非常に多いと思うんで

すね。だから特に子育て中の皆さん方って、この治安というのはやはりそ

の先ほどの子育て支援の次にというか、先に頭にくるかも分からないぐら

い治安のよし・悪しって影響すると思うんですね。特に日本の場合は、何

ですかね。アメリカとかそんなところと違って子どもを１人にしないとか、

学校の送り迎えは全て親が付き添うとかいう文化じゃないのでやっぱり、

かなりそういうことで事件が起こったりというのがもうこれからまだまだ

その。今年の万博もそうですけども、やっぱり外国人の就労、それから観

光客。観光客でっていうのはちょっとあれかも分からないですけど、そう

いういろんな外国の文化が入ってくるというのはもう防ぎようがないこと

なので、やっぱり治安の部分というのはもっと表に出して、守口市は先ほ

どおっしゃったように例えば、防犯カメラも一つでしょうし、警察との連

携も当然でしょうし、やっぱりそういうものをもう少しアピールするほう

がそういう安心感というのが増えてくるんじゃないかと思いました。逆に、

治安のよさから言ったら。例えば、先ほど、ちょっとごめんなさい言い方

は悪いかも分からないけど、お隣の門真のほうがどちらかと言えばもう少

し。私のイメージとしては、ちょっと治安はよろしくないのではないかな

と思ってたのに守口から門真に行かれる方がおられるというところでちょ

っと心配になるというかですね。そんな気がしましたので、別に門真の悪

口を言ってるわけではないので申し訳ございません。はい、すみません。 

○委員  はい、ありがとうございます。これアンケートの回収数が８１

１件といったところで、全体に対してどれぐらいの回収率だったのかなと

いうのがまず気になりました。転出者とか転入者に関しては、４５０・３

３０といったところでそこそこ数のほうは集められているのかなと思うん

ですけれども、一方でちょっと転居者の方が８１といったところで、比率

とか比べる上でも、もう少し母数が増えたほうが確実なデータが見られる
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んじゃないかなと思いましたというのが１点目です。 

２点目なんですけれども、守口市外に転出する方にお尋ねしますのとこ

ろで「守口市内も検討したが最終的には市外になった」。また「守口市内

に住むこともできたが守口市内では探さなかった」といったところで守口

も選べたけど選ばなかった人たちが、ほかの項目で「守口市がさらに良く

なればいいこと」。あと「引っ越し先を決めるのに考慮した」居住環境の

ところとその「守口も検討したけど選ばなかった」という人たちの関連性

みたいなところが見えると、もう少し改善すべきポイントみたいなところ

が明らかになるんじゃないかなと思いました。 

○委員長  ありがとうございます。事務局、いかがですか。 

○事務局  やっぱり、その改善すべき、分かりやすく、その辺の分析が

できるというところの御指摘についてはありがとうございます。そのアン

ケートの質問の在り方の部分からまた引き続き、そこは検討していきたい

というふうには考えております。今御意見にあったように一定転出される

方でも守口市のことをいいと思っていただいた上で転出されている割合が

多いというような点も含めまして、やはり住みやすさというところの部分

は売りにしている本市といたしましては、そこの部分というところがやは

り実際住まわれている方はどうしてもイメージが先行してしまって例えば、

アンケート設問でも「治安のよさ」というところがあったらそこの文字を

選んでしまったりというような部分もやっぱりいろんな会議の中でもいろ

んな方の意見いただいてるんですね。ただ一定、市としてはその防犯カメ

ラの１，１００台の設置等を含めて、そこはすごい市の安全・安心に向け

た取組というのはすごい評価をいただいているところでありますので、ま

さにその辺の部分をいかに周知・発信していって安心・安全なまちづくり

を進めてますというところをいかにアピールしていけるのかというところ

は重要かなというふうに考えてますので、御意見の部分はありがたくいた

だきたいと思います。 

あと、実際、守口市の選択肢がある中であえてほかの市を選ばれている
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という部分で言うと、先ほどの話も関連するんですけれども最終選択肢の

中でやっぱり守口市に残ろうという選択肢で残っていらっしゃるのであれ

ば、そこの部分はやっぱりもう少し守口市のいいところをそういう方々に

お伝えして、住んでる方が守口市のよさを広げていただくというところも

今後は方策としてありかと思ってますので。いかに効率的・効果的にいい

情報というのを発信していくかというところは市としても課題として取り

組んでいきたいと考えております。 

○委員長  ありがとうございます。 

他に御意見ございませんか。 

○委員  このアンケート結果はすごく面白いなと思って、興味深く拝見

させてもらったんですけど。１９ページとか２４ページとかの今既に「魅

力だと感じているところ」とか、「さらに良くなればと思うところ」につ

いて、すみません。ちょっと単純な興味にもなるんですけれども先ほど御

意見もあったとおり、この結果をもって今後どうされていくのかみたいな

ところがあったらもっと見やすいなというお話があったと思うんですけれ

ども、実際、今時点でこの部分に注力されて、改善もしくはもさらによく

していくみたいな今後の取組の方向性とか、そういったものって定められ

ていたりとか、決まってたりとか今時点でするんでしょうか。 

○事務局  はい。今ですね、このアンケート。先ほど委員の御指摘にも

ありましたけれども確かに、その種の分析結果までも入れた上でこちらの

ほうで公表できればよかったんですけれども。私どもといたしましては、

こういったアンケートを採っているという実績については話題提供といい

ますか、こういったものをやってますということをあえて皆様にお伝えし

たいということで少し事務局としてどうなるかはあるかもしれませんけど、

客観的にちょっとお伝えさせていただいたという意図はございます。その

上で、こういったアンケートの結果も含めまして、来年度から市の大きな

総合基本計画というものの改定の時期、後期基本計画ということになるん

ですけれども今の前期基本計画は令和３年から令和７年まで。令和７年度
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まで５年間定めてます。次の令和８年度以降の５年間の取組に向けた総合

基本計画の後期計画というものを策定をするという作業がスタートしてい

く中の一つのデータとして我々としてもこのアンケートも含めて、別のア

ンケートも採ったりしているんですけどもこのアンケートも含めて、貴重

な心得たデータにしていきたいというふうに考えてございますので、こう

いったアンケート結果を含めてどういったところに重点的に取り組むべき

かということをしっかりと庁内で議論していきたいというふうに考えてご

ざいます。 

○委員長  どうぞ、よろしくお願いします。 

他によろしいでしょうか。 

それでは、議題５ですけども「令和７年度当初予算の概要について」、

事務局から説明をお願いします。 

○事務局  それでは、「令和７年度当初予算（案）の概要について」、

御説明いたします。 

令和７年度当初予算につきましては、現在開会中の守口市議会定例会に

おいて御審議いただいているところです。本日は去る２月１３日に市長が

発表した令和７年度当初予算（案）の内容に基づき、御説明いたします。 

恐れ入りますが資料６－１「令和７年度当初予算（案）」を御覧ください。 

令和７年度の一般会計予算（案）は、７９４億円で、令和６年度の７３

９億９，０００万円に比べ、５４億１，０００万円の増となっております。

これまで過去最大であった令和６年度を上回り過去最大となっております。 

次に、当初予算（案）に合わせて発表いたしました令和７年度に予定す

る主要施策について、御説明いたします。資料６－２「令和７年度主要施

策」の目次「主要施策一覧」を御覧ください。 

御覧のとおり施策項目がたくさんございますので、全てについての説明

は省略し、主なものを順次御説明させていただきます。各項目番号のペー

ジに詳細な事業内容を記載しておりますので、御参照ください。 

まず「未来への投資促進」のうち、「子育て支援の充実」から御説明い
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たします。 

まず、１「障がい児保育補助事業（拡充）」ですが、障がい児保育の充

実に向け、私立認定こども園などに対して特別の配慮が必要な児童に対す

る加配の保育士などの人件費の補助を令和７年度から拡充するものです。

具体的な拡充の内容については、資料に記載のとおりでございます。 

次に、２及び３につきましては、公立認定こども園の民間移管に関する

予算でございます。 

２「公立認定こども園規模適正化事業」は、今年度に策定した「守口市

こども計画」に基づく、保育の受皿確保の方策として公立の「にじいろ認

定こども園」の令和９年４月の民間移管に向け、運営事業者の選考を行う

予定でございます。 

また、３「認定こども園整備助成事業」は、この４月から民間園として

の運営が開始される「外島認定こども園」について、受入れ定員の拡大に

向け新園舎の建て替えに要する費用の一部を国庫補助とともに助成するも

のでございます。 

また、子育てに関する新規事業といたしましては、３つの助成制度をス

タートさせる予定です。 

まず、５「新生児聴覚検査費助成事業」でございますが、新生児の聴覚

障がいの早期発見と発達促進につなげられるよう新生児聴覚検査費用の自

己負担金の助成をスタートしたいと考えております。 

また、６「産婦健康診査補助事業」は、出産直後の産婦の産後鬱の予防

と新生児への虐待予防を図るため、産後２週間と１か月頃に行う「産婦健

康診査」に係る費用の一部の助成を予定しております。 

さらに、７「多胎妊婦健康診査補助事業」でございますが、２人以上の

赤ちゃんを妊娠された多胎妊娠は、１人の妊娠の場合よりも負担が大きく

なることから負担軽減と適正な妊婦健診の受診を促進し、安全な出産につ

なげるため軽減を図るための費用の一部の助成を予定するものでございま

す。それぞれの具体的な内容については、資料で御確認いただければと存
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じます。 

また、８「離婚前後親支援事業」につきましては、民法改正による共同

親権の導入が予定されていることを受け、本市としても共同養育に関する

理解促進、養育費の支払いや親子交流に関する取決めの促進が重要と考え、

公正証書などによる債務名義の取得や裁判外紛争解決手続などを利用した

調停手続に係る支援を開始する予定としております。 

次に、「教育の充実」に移りまして、９「土曜日学習拡充事業」でござ

います。児童生徒の学習習慣の定着と学力向上に向け、民間事業者のノウ

ハウを活用し、全小中学校で実施しております土曜日学習会につきまして、

特に中学校では今年度から国語と数学のみであった教科に英語を加え、３

教科から２教科を選択できるようにしたことなどにより利用ニーズが大幅

に増えております。このため令和７年度は、中学生の定員枠を新たに７０

名分拡充する予定としております。 

また、１０「特別支援教育支援員配置事業」でございますが、教育上の

特別な支援が必要な児童生徒の支援の充実に向け、これまでは有償ボラン

ティアとしていた特別支援教育支援員の雇用の安定と定着を図るため、令

和７年度からは会計年度任用職員として配置する予定としております。 

次に、これまで進めてまいりました教育環境の充実に向けた学校整備で

ございますが、１１「八雲中学校区義務教育学校建設事業」は、令和９年

度の新校開校に向け、令和７年度は旧下島小学校の解体と新校建設を進め

ます。 

また、施設の老朽化や児童数の増加への対応として、１２「守口小学校

施設整備事業」は、令和８年度からの新校舎の供用開始に向け、事業を進

めるとともに、１３「さくら小学校校舎増築事業」につきましても、令和

８年度中を目途に校舎を増築することとしております。 

次に移りまして、「健康寿命の延伸」でございます。 

まず、１５「介護予防普及啓発教室拡充事業」でございますが、本市は

今年度からこれまでの門真市、四條畷市との３市による「くすのき広域連
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合」での介護保険事業から広域連合の解散により、本市単独での事業運営

に移行したところです。本市は介護保険料が大阪市に次いで全国で２番目

に高いという現状も踏まえ、高齢者の介護予防と自立支援の意識の醸成に

向け、地域包括支援センターとリハビリ専門職により開催している介護予

防普及啓発教室の回数を大幅に拡充する予定としております。 

また、１６「がん患者のアピアランスケア助成事業」は、がん治療によ

る外見の変化への心理的・経済的負担を軽減するため、医療用ウィッグや

乳がんによる補整具の購入費用の一部を助成するものです。医療用ウィッ

グ等については３万円、乳がんの補正具については２万円をそれぞれ上限

といたします。 

続きまして、「安全安心のまちづくり」に移らせていただきます。 

１８「（仮称）南部地域防災センター整備事業」につきましては、令和

５年度によつば未来公園に開設した東部地域防災センターに続く新たな防

災センターを錦コミュニティセンターの隣に整備するものでございます。

令和７年度中の完成に向け、建設工事や整備や備品購入などを進めてまい

ります。 

また、１９「コミュニティセンター改修等事業」につきましては、市民

の皆さんの安全で安心なコミュニティ活動の促進に向け、西部コミュニテ

ィセンターの屋上防水、外壁、エレベータ改修などの改修整備と、令和７

年度からの供用開始に向けた庭窪コミュニティセンターの必要備品などの

購入を行う予定です。 

さらに市内の公園整備としては、今年度に設計を行いました２０「弥治

右衛門碑前公園及び藤田西公園」と、２１「旧佐太老人福祉センター跡地

公園」の整備工事をそれぞれ進める予定です。 

次に、「魅力あふれるまちづくり」にまいります。 

まず２３「大阪・関西万博出展事業」でございます。こちらは先ほど議

題２で御説明した事業です。４月１３日は大阪・関西万博が開幕します。

本市では、大阪府市を中心に府内市町村が地元・大阪の食や伝統文化、歴
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史、産業技術などの魅力を世界に発信する参加・体験型イベントである

「大阪ウィーク」や、市内民間事業者との連携による「サステーナブルフ

ードコート」への出展などを予定しております。本市としても民間事業者

や地域団体とも連携し、歴史や文化、食、ものづくり産業といった本市の

魅力を世界に発信していきたいと考えております。なお、大阪・関西万博

への子ども無料招待事業についても大阪府の実施分とは別に本市独自で実

施しております。本市では１日券と夏パスの選択制としているところです。 

次に、２４「守口市駅北側エリアリノベーション推進事業」につきまし

ては、今年度に供用を廃止しました旧市営桜町団地周辺のにぎわい創出や

活性化などに向け、再整備の可能性調査を実施していきたいと考えており

ます。 

次に、２６「守口市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定事業」

につきましては、２０５０年までの脱炭素社会の実現に向けた市の取組を

推進すべく、本市では２月１３日に「もりぐちゼロカーボンシティ宣言」

を行ったところです。今後、行政や市民、事業者が共に取組を進めるよう

具体的な数値目標などを定めた「守口市地球温暖化対策実行計画(区域施

策編)」を策定したいと考えております。 

以上が、当初予算（案）として計上した取組でございます。 

最後に、２７「守口市くらしの応援商品券発行事業」について御説明さ

せていただきます。こちらは、昨年末の国の総合経済対策において臨時交

付金が追加されたことを受け、市独自の物価高騰対策としてこの交付金を

活用し、市内各店舗で使用できる市独自の商品券「守口市くらしの応援商

品券」を発行する事業でございます。市内全世帯に対して、１世帯当たり

４，０００円分を発行する予定としているものでございます。 

以上、駆け足になりましたが令和７年度当初予算案並びに主要施策につ

いての御説明とさせていただきます。 

なお、冒頭にも申し上げましたとおり令和７年度当初予算案は、守口市

議会において審議中であり、ただいま御説明いたしました施策についても
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現時点で実施が決定しているものではございませんので、御了承いただき

ますよう重ねてお願いいたします。 

説明は以上です。 

○委員長  どうもありがとうございます。 

この件につきまして再度、市民委員の皆さん、直接関係してくるんじゃ

ないかと思います。何か御意見・コメントございましたら。いかがですか。 

○委員  私ですか、すみません。そうですね、私ちょっと子どもがいた

りとか結婚してないので、ちょっと子どもの教育の関連というところでは

あまり直接携わったりすることはないんですけれども。ちょっと守口市駅

の近くに住んでいることもあって、よくあの付近を歩いたりするんですけ

ど、もともと郵便局の前とかすごく通路が狭かったんですけれども昨年度

中ぐらいから工事が始まって、今はかなり歩きやすくなったかなというふ

うに思ってます。ただ一方で、まだ自転車がすごく通って、一部狭い箇所

とかはちょっと擦れ違いが危なかったりするところもあるなというふうに

感じてたんですけれども、この２４番のところに「北側エリアリノベーシ

ョン」といったところで今後どのような感じで変わっていくのかなといっ

たところが少し楽しみだなというふうに思っております。 

○委員  はい。６ページの「産婦健康診査補助事業」なんですけど、２

週間後と１か月後の健診に私も行ったと思うんですけど。もう何かチケッ

トみたいなのがあって、病院で支払いってした記憶がなくて、それもまた

増えるってことですかね。 

○事務局  それは、妊娠中のということですか。 

○委員  いや、産後２週間健診と１か月健診があったと思うんですけど、

何かチケットとして一緒にもらったので特別病院で支払いしたってことが

なかったんですけど。 

○事務局  チケットを、その妊娠された方にお渡しして、市から子ども

家庭センターでお渡ししていると思うんです。それを医療機関でお出しい

ただければ多分自己負担なく、健診を受けられると思いますが、そこをさ
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らに拡充して産婦健診として実施するというのがこの事業になりますので

恐らくそのチケットを渡すことで、その負担ということがないような形の

事業をさせてもらっていると思います。 

○委員長  よろしいですか。 

○委員  はい。 

○委員  そうですね。駅前のリノベーションはこれから調査というとこ

ろにはなるとは思うんですけど、確かに京阪の駅から谷町線の駅までぐる

っと回らなきゃいけなかったりとかするので、この辺りがアクセスしやす

くなったらとても便利だなというふうに思うのと。もっときれいになって、

お店とかも増えてもらえたらうれしいなというふうにはちょっと見て思っ

ておりますので、楽しみにしてます。 

以上です。 

○委員長  先ほどのアンケートで市のイメージも割合、そういうもので

結構変わりますよね。特に昔の駅裏とかが残ってるとなんか、それだけで

本当は悪くないんだけど何か暗い感じで。 

○委員  ２５番とか、都市計画で道路を拡幅しているとか、非常にいい

と思います。やっぱり守口市って道路が狭いイメージが結構ありますし、

僕の摂南大学も寝屋川市で道路がめちゃくちゃ狭くて、バスがすごい角度

で行き来をするんですけど。そういうところもやっぱり治安の悪さみたい

なイメージにもつながるのかなと。例えば、子どもが何か出会い頭に事故

ってしまうとか、そういうところにつながると思いますのでやっぱり道路

の拡張というのはどうしても淀川から南の区域って道路がちょっと狭いイ

メージも強いので、こういうもので払しょくされたらいいかなというふう

に、感想ですが思いました。 

○委員長  他に委員の先生方、何かございますか。 

○委員  子育て支援の充実のところで、いろいろな施策があるのですが、

先ほどの議論のとき、アンケートの中で大阪市とか門真市といった近隣と

比較して守口市を選ぶか、選ばないかという方が多かったと思います。守
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口市として新規でやっているもの、継続でやってるものがそれぞれありま

すが、ほかの地域でやってなくて守口市独自の取組とか、もしくはちょっ

と優れているというようなものはあるのでしょうか。もし分かれば教えて

いただければと思います。逆にそういうのがあれば選んでもらうきっかけ

にもなっていくのかもしれないなと思います。 

○事務局  はい。ここで新規の施策として今回掲げているものについて

は、守口市としては新規であっても、例えば、よその市でやってはる部分

とかを参考にしながらという部分もございます。これまでここで新規とし

て持っているというものではないかもしれませんが、これまで取り組んで

きた先ほど来、ちょっと出ましたけれども例えば、保育料を所得制限に関

係なく無償化したりであったりとか全国に先駆けて取り組んできたという

こともございますし。例えば、その教育環境の部分で未来への投資促進の

中で今回、学校の整備の建設というのも幾らか入ってますけれどもこれま

での統廃合を、教育環境を充実させていくために統廃合をしながら新校を

建設してきたというふうな、そういったこともやってきてます。ですので、

まさにそういった取組というのはなかなか。ほかの市さんとかが全くやっ

てないというわけではないかもしれませんけれども、一つの守口の子育て

施策あるいは教育施策の特徴にはなっているかなというふうに考えてござ

います。 

○委員  ありがとうございます。あともう１つ、イメージの話なのです

が、私も長崎から守口に来るときに場所が全然分からなくて、実際住んで

みると道が狭いなと。一方通行の道が結構多くて、自転車が両方から狭い

道を通りますと、やっぱり子どもたちが普通に歩いたり遊んだりするにも

ちょっと危ないのかなという感じはします。駅前もそうなのですが、やっ

ぱり実際住むところのいうイメージというのもやっぱり他から見たら強い

のかなと、ちょっと感じました。 

○委員長  他に、ございませんか。 

○委員  これは事務局の方に伺うことではないのかもしれないんですけ
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ど、９番から１４番の教育の充実というところでちょっと抽象的なんです

が、最近教師の働き方改革、教育委員会としても取り組んでいらっしゃる

というふうに伺ってます。僕の子どもたちはもう既に卒業しているんです

けど先生と交流があるので伺ってると。その中で、部活動がちょっとなか

なかやりにくくなってくると。先生方が部活動に関わらないということに

なりますと生徒は早く帰ることになります。いろいろと、それで学外に。

僕が住んでるとこは学外にスポーツがはやったり、そこからプロの野球選

手が出てきたりということがあったりするんですけど。現状、守口市では

教育委員会を含めて、そういった先生の働き方改革に伴って発生する生徒

の余剰時間ですね。そういったところをどう思っていらっしゃって、今後

どういうふうなこととして、今年度の予算には多分入ってないと思うんで

すけれども問題意識を持ってらっしゃるのかというあたりがもしあれば、

やがて顕在化してくるとは思ってるので、よろしくお願いします。 

○事務局  今、委員に御指摘いただいたような部分で特に教員の働き方

改革の観点もあるとは思いますけど部活動の部分につきましては、顧問の

先生が直接見てということではなく、いわゆる地域のスポーツクラブとか

そういった方々に見てもらうという取組が幾つかの小学校の幾つかの部活

の中で始まっているところです。教育委員会として、そういうふうなとこ

ろというのもこれから進めていくという形にはなっているというふうには

聞いてますけども。ただ、そういうのを進めていくことについてのやっぱ

りメリットも当然たくさんあるとは思いますけれども、やっぱりどうして

も別途の委託料といいますか報酬があったりとか、そういうところがかか

ってくるというところもありますので、そういったところというのはお金

の面とそれからやっぱり子どもたちが実際にサッカーなりバスケットボー

ルなり、それぞれのクラブでより専門的なこと、というのをクラブの中で

やっていけるというふうなところとの兼ね合いの中で今後、そういったも

のを見据えながら進めていくべきかなというふうに考えています。 

○委員長  よろしくお願いします。 
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○委員  少しちょっと今のに関連したお話があるんですけど。教育現場

のＤＸというのは、どれぐらい進んでいらっしゃるのかなという。今、教

師の方のやっぱり労働時間とか、たくさん業務を抱えられるという課題も

一つあるんですけれども。働きながら子育てをしておりますと毎年この時

期、自宅から学校までの地図を手書きで書いて、紙で学校に出すというの

を毎年、毎年引っ越してもないんですけど必ず生徒カードがまだやっぱり

紙なんですよね。やっぱり教育現場って、まだまだアナログの文化がすご

く根強いんだな。もう今Ｇｏｏｇｌｅマップで住所を入れれば、おうちは

すぐに学校にもお分かりいただけるんだろうけど。私学でもまだペーパー

のところがまだ多いみたいで、なかなかこの教育現場って進みにくいのか

なと思うんですけど、守口市さんはどんな感じ。 

○事務局  おそらく全部ではないかもしれませんが、ほぼほぼの学校で

例えば、いわゆる学級だよりがあったりとか、学年だよりであったりとか

そういったものというのは、紙でその子どもさんたちに渡すのではなくて、

スマホとかでお母さんとかお父さんとか見ていただけるような形での配信

になっているというふうに聞いています。学校・家庭間のデジタル連絡ツ

ールというのを導入していると。あるいは欠席連絡みたいなことというの

もある程度もうツールの中でできるとかいうふうな形になっているという

ふうに教育委員会から聞いています。 

○委員  ありがとうございます。結構驚くことがいまだ、まだあるなと

いうふうに思う。まさに最近、実はまだ書いていたので思い出したなと思

いまして。完全なるＤＸは難しい、まだまだ過渡期の途中ではあるのかな

と思うんですけど。本当に今、便利な世の中になってるもののなかなか使

い切れていないという課題も現場ではたくさんあるのかなと思っておりま

して。これが本当に一つうまく回り出すと、本当に手間暇というものがス

リム化されて、働いて子育てもやりやすくなるかなと思いました。ありが

とうございます。 

○委員長  先ほど、委員がおっしゃったようなクラブ活動ですよね。特
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に中学生ぐらいから今後どうするんだというのを決めないで、取りあえず

やめようというのが決まったみたいですよね。何か、クラブ活動を全部や

めちゃうとか、そしたら不良が増えるでとか言って、僕ら半分冗談で半分

本気で言うてるんですけども。 

○委員  懸念事項はあります。心配事になっている。 

○委員長  今までだったら言い方は悪いんだけど、クラブとかでそれで

集団の中の生活とかも教育されてたようなのが野生動物を放つみたいな、

なかなか大変なことだと思うんですけども。これはもう守口市内だけの問

題なんじゃないんですよね。日本全国でどうしていくかということで。ま

ずそれぞれ、まあここで話をしても仕方ないでしょうけども、ぜひよろし

くお願いします。他に何かコメントございますか。 

それでは、ないようですので最後、議題６「その他」につきまして、事

務局から説明をいただきたいと思います。 

○事務局  それでは、議題６「その他」として、令和７年度守口市ま

ち・ひと・しごと・創生委員会の進め方について、御説明いたします。 

まず令和６年度の本委員会は、本日をもって以上となります。円滑な議

事運営に御協力いただき、ありがとうございました。 

令和７年度におきましては、第３次戦略の策定を予定していることもあ

り、創生委員会は例年の２回から回数を増やして開催する予定です。第１

回目は令和７年７月頃に開催予定です。各委員会の期日が近づきましたら、

委員長と調整の上、議事内容を確定させ委員の皆様に御報告をさせていた

だきます。来年度以降におきましても、守口市まち・ひと・しごと・創生

に係る取組に引き続き御協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

説明は以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

事務局から説明をいただきましたけども委員の皆様、何か御質問ござい

ますか。よろしいでしょうか。 

それでは、本日は非常に長い時間、御苦労さまでございます。予定して
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おりました案件はこれで終わります。 

それでは、令和６年度第２回守口市まち・ひと・しごと創生委員会はこ

れで閉会させていただきます。 

本当にお忙しい中、ありがとうございました。 

 

◇ 午後２時３０分 閉会 
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